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新
た
な
国
分
寺
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
六
年
二
月
五
日
決
定

　
一
、
は
じ
め
に

　

新
た
な
国
分
寺
市
史
の
編
さ
ん
事
業
は
、
令
和
五
年
度
の
施
政

方
針
で
「
本
市
の
魅
力
発
信
の
取
組
と
連
携
し
つ
つ
、
郷
土
愛
を

育
み
、
後
世
に
歴
史
を
継
承
す
る
た
め
、
新
た
に
市
史
編
さ
ん
の

担
当
職
を
設
置
し
、
市
制
施
行
六
〇
周
年
を
契
機
と
し
た
市
史
の

再
編
さ
ん
に
向
け
た
検
討
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、『
国
分
寺
市

総
合
ビ
ジ
ョ
ン
』（
平
成
二
九
年
三
月
）
に
掲
げ
る
未
来
の
ま
ち

の
姿
「
魅
力
あ
ふ
れ　

ひ
と
が
つ
な
が
る　

文
化
都
市
国
分
寺
」

に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
踏
ま
え
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
示
さ
れ
た

こ
と
を
機
に
、
事
業
実
施
に
向
け
た
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
新
設
さ
れ
た
市
史
編

さ
ん
担
当
は
、
四
月
～
六
月
に
都
内
で
自
治
体
史
の
編
さ
ん
事
業

を
推
進
し
て
い
る
市
区
の
担
当
部
署
や
関
係
機
関
等
へ
ヒ
ア
リ
ン

グ
訪
問
を
重
ね
、
他
自
治
体
の
取
組
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
本
市
で
過
去
に
行
わ
れ
た
市
史
編
さ
ん
事
業
を
整
理
し
、
七

月
二
〇
日
の
総
合
教
育
会
議
、
七
月
二
七
日
の
教
育
委
員
会
定
例

会
、
八
月
一
五
日
の
庁
議
、
八
月
二
九
日
の
文
化
財
保
護
審
議
会
、

九
月
一
一
日
の
市
議
会
厚
生
文
教
委
員
会
等
で
、「
新
た
な
国
分

寺
市
史
編
さ
ん
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
の
検
討
と
報
告
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
の
と
お
り
「
新
た

な
国
分
寺
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
」
を
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
二
、
新
た
な
国
分
寺
市
史
編
さ
ん
に
至
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

昭
和
三
九
年
一
一
月
三
日
に
東
京
都
で
は
一
四
番
目
と
な
る
市

制
を
施
行
し
た
国
分
寺
市
は
、
市
区
町
村
名
に
「
国
分
寺
」
を
冠

し
た
全
国
唯
一
の
自
治
体
で
、
そ
の
名
前
が
示
す
と
お
り
奈
良
時

代
に
創
建
さ
れ
た
武
蔵
国
分
寺
の
所
在
地
で
も
あ
り
ま
す
。
市

制
施
行
当
時
に
約
五
八
，〇
〇
〇
人
余
り
で
あ
っ
た
市
内
の
人
口

は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
ま
ち
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
だ

こ
と
に
よ
り
年
々
移
住
・
定
住
者
が
増
え
、
令
和
五
年
九
月
現
在

は
六
〇
年
前
の
二
倍
以
上
と
な
る
一
二
八
，七
五
七
人
に
至
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
国
分
寺
市
は
首
都
近
郊
の
住
宅
都
市
と
し
て
飛

躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
一
方
で
、
市
域
の
自
然
環
境
、
景
観
、

社
会
や
人
々
の
生
活
様
式
は
大
き
く
変
貌
し
、
今
や
少
子
高
齢
社
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会
の
到
来
を
は
じ
め
と
し
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
社
会
へ
の
対
応
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体

の
推
進
、
地
球
温
暖
化
へ
の
配
慮
、
人
々
の
多
様
な
在
り
方
を
相

互
に
認
め
合
え
る
共
生
社
会
の
実
現
な
ど
、
い
ず
れ
も
全
国
的
動

向
と
い
え
る
社
会
状
況
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
江
戸
時
代
中
期
に
知
識
人
ら
の
関
心
対
象
と

な
り
、
大
正
一
一
年
一
〇
月
一
二
日
に
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
た

武
蔵
国
分
寺
跡
は
、
昭
和
三
一
年
以
来
、
多
く
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
天
平
の
大
伽
藍
の
姿
が
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
の
歴
史
的
資
料
の
収
集
や
保
存
は
、
武
蔵
国
分
寺
に
関

す
る
も
の
を
除
く
と
極
め
て
少
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
は
市
制
施
行
一
〇
周
年
を
迎
え
た
昭
和
四
九
年
に
国
分
寺
市
史

編
さ
ん
事
業
の
実
施
を
模
索
し
ま
し
た
（
以
下
、
当
時
の
市
史
を

「
現
市
史
」、
編
さ
ん
事
業
を
「
現
市
史
編
さ
ん
事
業
」
と
呼
称
し

ま
す
。）。
そ
し
て
、
翌
昭
和
五
〇
年
に
市
史
編
さ
ん
方
針
を
庁
内

で
意
思
決
定
す
る
と
、
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
「
市
史
編
さ
ん

室
」
を
設
置
し
、
同
年
一
二
月
に
制
定
し
た
国
分
寺
市
史
編
さ
ん

委
員
会
条
例
に
基
づ
き
「
市
史
編
さ
ん
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

（
一
）
現
市
史
編
さ
ん
事
業
【
昭
和
四
九
年
～
平
成
一
〇
年
】

　

現
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
主
と
し
て
近
世
～
近
代
初
頭
の
古
文

書
史
料
の
収
集
作
業
か
ら
着
手
し
ま
し
た
が
、
明
治
四
三
年
に
当

時
の
村
役
場
が
火
災
に
よ
り
全
焼
し
た
影
響
で
、
市
役
所
の
組
織

内
に
は
明
治
期
以
前
の
史
料
が
全
く
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
状
況

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
の
国
分
寺
市
域
を
構
成
す
る
江

戸
時
代
の
旧
一
〇
ヶ
村
で
名
主
や
組
頭
等
の
村
役
人
を
務
め
た
旧

家
を
悉
皆
的
に
調
査
し
、
史
料
所
蔵
者
の
御
協
力
と
御
厚
意
を
得

て
、
多
く
の
史
料
を
収
集
・
把
握
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
調
査
成

果
の
一
端
は
、『
国
分
寺
市
史
料
目
録
（
Ⅰ
～
Ⅲ
）』・『
国
分
寺
市

史
料
集
（
Ⅰ
～
Ⅳ
）』（
昭
和
五
四
年
～
平
成
六
年
刊
）
と
し
て
公

表
し
、
市
制
施
行
一
五
周
年
の
昭
和
五
四
年
に
は
、
編
さ
ん
事
業

の
過
程
で
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
を
加
味
し
て
『
郷
土
こ
く
ぶ
ん

じ
―
国
分
寺
市
の
歴
史
―
』の
小
冊
子
を
発
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
五
五
年
に
「
市
史
編
さ
ん
計
画
」
の
最
終
案
と
し
て
市
史
の

本
編
を
時
代
順
に
刊
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
原
始
～
中
世
の
歴

史
を
収
載
し
た
上
巻
（
昭
和
六
一
年
刊
）、
近
世
を
収
載
し
た
中

巻
（
平
成
二
年
刊
）、
近
代
～
市
制
施
行
前
後
ま
で
を
収
載
し
た

下
巻
（
平
成
三
年
刊
）
の
全
三
冊
を
相
次
い
で
作
成
し
、
こ
れ
ら

上
・
中
・
下
巻
の
普
及
版
と
し
て
は
『
ふ
る
さ
と
国
分
寺
の
あ
ゆ

み
』（
平
成
五
年
刊
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。
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さ
ら
に
、
当
時
の
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
本
編
の
制
作
と
相
前

後
す
る
昭
和
六
三
年
に
、
専
門
調
査
員
で
構
成
す
る
民
俗
調
査
団

を
組
織
し
、
ほ
ぼ
江
戸
時
代
の
旧
村
域
（
平
兵
衛
新
田
・
上
谷
保

新
田
、
国
分
寺
村
、
野
中
新
田
六
左
衛
門
組
・
榎
戸
新
田
、
停
車

場
、
本
多
新
田
・
恋
ヶ
窪
村
、
戸
倉
新
田
・
内
藤
新
田
・
中
藤
新

田
）
を
基
本
単
位
と
す
る
地
域
別
の
総
合
民
俗
調
査
を
行
い
、
社

会
構
成
、
人
の
一
生
、
衣
食
住
、
生
業
、
年
中
行
事
、
信
仰
、
芸

能
、
口
承
文
芸
の
八
部
門
に
わ
た
る
調
査
成
果
を
『
国
分
寺
市
の

民
俗
（
全
六
冊
）』（
平
成
二
年
～
九
年
刊
）
に
ま
と
め
ま
し
た
。

加
え
て
平
成
元
年
か
ら
は
市
内
全
域
を
対
象
に
民
家
調
査
を
開
始

し
て
、『
国
分
寺
市
の
民
家
』（
平
成
八
年
刊
）
で
は
か
つ
て
の
農

村
景
観
を
象
徴
す
る
一
六
棟
も
の
古
民
家
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
制
施
行
三
〇
周
年
を
迎
え
た
記
念
誌
と
し
て
、
国
分
寺
市

の
景
観
変
化
を
振
り
返
る
写
真
集
『
ア
ル
バ
ム
国
分
寺
』
を
平
成

六
年
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
現
市
史
編
さ
ん
事
業
後
の
文
化
財
調
査
と
国
分
寺
市
文
化

財
保
護
条
例
の
改
正
【
平
成
一
一
年
～
平
成
二
三
年
】

　

昭
和
五
〇
年
に
発
足
し
た
市
史
編
さ
ん
室
は
、
平
成
一
〇
年
九

月
に
当
時
の
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
文
化
財
課
と
統
合
し
、
の

ち
に
課
の
名
称
も
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

約
四
半
世
紀
に
及
ん
で
市
史
編
さ
ん
室
が
担
っ
て
き
た
業
務
は
、

以
降
、
同
課
文
化
財
保
護
係
の
分
掌
事
務
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
人
員
体
制
や
予
算
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
、
編
さ
ん

業
務
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
文
化
財
指
定
へ
結

び
付
け
る
こ
と
を
視
野
に
い
れ
て
、明
治
時
代
以
前
創
建
の
寺
院
・

神
社
に
お
け
る
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
等
を
対
象
と
し

た
有
形
文
化
財
調
査
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
一
四
年
～
一
七
年

に
長
岡
造
形
大
学
へ
調
査
を
委
託
し
、
平
成
一
九
年
に
『
国
分
寺

市
有
形
文
化
財
調
査
報
告
書
一 

神
社
・
寺
院
』
を
発
行
し
ま
し

た
が
、
以
降
、
当
面
の
間
は
、
体
制
が
整
わ
な
い
状
況
下
で
開
発

等
に
よ
る
史
料
所
蔵
者
か
ら
市
へ
の
相
談
や
依
頼
に
基
づ
く
応
急

対
応
的
な
調
査
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
は
昭
和
三
五
年
二
月
二
五
日
に
文
化
財
保
護
条

例
を
制
定
し
て
以
降
、
長
ら
く
本
条
例
に
基
づ
い
て
文
化
財
保
護

行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
社
会
の
著
し
い
環
境
変
化

に
よ
り
関
連
法
令
で
あ
る
文
化
財
保
護
法
、
東
京
都
文
化
財
保
護

条
例
と
の
異
同
が
生
じ
、
整
合
性
の
確
保
や
諸
規
定
の
整
備
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
は
、

平
成
一
七
年
四
月
に
「
市
内
所
在
文
化
財
の
今
後
の
保
存
、
活
用

に
つ
い
て
（
指
針
）」
を
定
め
、
関
連
法
令
と
の
整
合
、
市
及
び
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市
民
の
責
務
の
明
確
化
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
係
る
在
り
方

等
を
検
討
し
、
平
成
二
二
年
一
二
月
二
四
日
に
旧
条
例
を
全
面
的

に
改
正
し
た「
国
分
寺
市
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
本
条
例
の
「
第
五
章　

文
化
財
の
調
査
及
び

活
用
」（
第
二
五
条
～
三
一
条
）
で
は
、
文
化
財
目
録
、
市
の
区

域
外
に
移
動
し
た
文
化
財
の
把
握
、
文
化
財
調
査
専
門
員
、
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
法
及
び
都
条
例
の
規
定
に
よ
る
指
定

を
受
け
た
文
化
財
に
対
す
る
補
助
等
を
新
た
に
定
め
、
以
後
の
文

化
財
調
査
・
活
用
に
係
る
礎
を
規
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
三
）
市
内
総
合
文
化
財
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
平
成
二
四
年
～
令
和
五
年
（
継
続
中
）】

　

そ
の
後
、
市
で
は
平
成
二
四
年
五
月
に
『
第
四
次
国
分
寺
市
長

期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
平
成
二
四
年
度
～
二
八
年
度
）』

を
策
定
し
、
市
内
に
所
在
す
る
保
護
す
べ
き
文
化
財
は
、
文
化
財

目
録
作
成
事
業
を
導
入
し
な
が
ら
各
種
文
化
財
調
査
を
継
続
し
て

い
く
旨
が
う
た
わ
れ
、
長
期
総
合
計
画
を
受
け
て
市
教
育
委
員

会
で
も
平
成
二
五
年
八
月
に
「
市
内
総
合
文
化
財
調
査
計
画
」
を

定
め
ま
し
た
。
国
分
寺
市
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
総
合
調
査

は
、
東
京
都
に
よ
る
昭
和
三
七
年
度
の
「
北
多
摩
南
部
総
合
文
化

財
調
査
」
以
外
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
後
五
〇
年
余

り
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
及
び
教
育
委
員
会
が
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
て
き
た
各
種
調
査
が
一
部
の
分
野
に
限
定
さ
れ
現
況
の
総
合
的

な
把
握
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
の
区
域
内

に
存
す
る
文
化
財
の
所
在
及
び
現
状
に
つ
い
て
悉
皆
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
市
内
総
合
文
化
財
調
査
の
所
期
の

事
業
計
画
で
は
、「
国
分
寺
市
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る

条
例
」
で
定
め
る
文
化
財
調
査
専
門
員
の
制
度
を
活
用
し
て
、
史

跡
、
名
勝
・
天
然
記
念
物
、
美
術
工
芸
・
彫
刻
、
石
造
物
、
建
造

物
、
民
俗
文
化
財
の
六
つ
の
分
野
に
調
査
対
象
を
定
め
、
平
成

二
六
・
二
八
年
度
に
予
備
調
査
、
平
成
二
九
年
度
～
三
二
年
度
に

本
調
査
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
こ
こ
で
も
充
分
な
調
査
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
建
造
物
調
査
の
一
部
を
民
間
調
査
機

関
へ
委
託
し
て
実
施
し
た
以
外
は
、
極
め
て
限
定
的
な
調
査
し
か

遂
行
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
間
に
ま
と
め
た
調
査
報
告
書
に
は
、
国
分
寺
駅
北

口
再
開
発
に
伴
う
旧
家
調
査
で
収
集
し
た
古
文
書
の
史
料
集
『
国

分
寺
市
史
料
目
録
Ⅳ
・
国
分
寺
市
史
料
集
Ⅴ
』（
平
成
二
九
年
刊
）

及
び
『
国
分
寺
市
史
料
集
Ⅵ
』、『
国
分
寺
市
重
要
有
形
文
化
財
（
建

造
物
） 
旧
本
多
家
住
宅
長
屋
門
・
倉
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』（
と

も
に
平
成
三
〇
年
刊
）、『
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
） 

沖
本
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家
住
宅
調
査
報
告
書
』、『
国
分
寺
市
重
要
史
跡 

恋
ヶ
窪
村
分
水

の
調
査
』、『
榎
戸
水
車
調
査
報
告
書
』（
い
ず
れ
も
令
和
二
年
刊
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
収
集
し
た
古
文
書
や
民
具
な
ど
い
ま

だ
成
果
を
ま
と
め
き
れ
て
い
な
い
調
査
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
市
制
施
行
五
〇
周
年
を
迎
え
た
平
成
二
七
年
に
は
、

記
念
誌
『
国
分
寺
の
今
昔
』
を
国
分
寺
市
・
国
分
寺
市
教
育
委
員

会
で
発
行
し
ま
し
た
。

（
四
）
埋
蔵
文
化
財
調
査
と
国
史
跡
武
蔵
国
分
寺
跡
附
東
山
道
武

蔵
路
の
整
備
事
業
【
昭
和
四
九
年
～
令
和
五
年
（
継
続
中
）】

　

市
内
四
六
ヶ
所
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
け
る
発
掘
調
査

は
、
昭
和
四
九
年
に
市
が
国
分
寺
市
遺
跡
調
査
会
を
設
置
し
て
以

降
、
令
和
五
年
現
在
ま
で
に
市
内
全
域
で
約
九
〇
〇
地
点
を
超
え

る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
市
史
上
巻
で
は
、
昭
和

四
九
年
～
六
〇
年
頃
ま
で
に
行
っ
た
調
査
の
概
要
を
紹
介
し
て
お

り
、
そ
の
後
の
考
古
学
的
成
果
の
蓄
積
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
平
成
四
年
の
多
摩
蘭
坂
遺
跡
（
内
藤
一
丁
目
）
の

調
査
は
、
多
摩
地
域
で
は
最
古
級
の
約
三
五
，〇
〇
〇
年
以
前
に

遡
る
旧
石
器
が
出
土
し
た
ほ
か
、
平
成
二
年
～
八
年
の
恋
ヶ
窪
東

遺
跡
（
本
町
四
丁
目
）
の
調
査
で
も
、
縄
文
時
代
中
期
を
主
体
と

す
る
草
創
期
か
ら
晩
期
に
至
る
集
落
遺
跡
の
存
在
が
明
ら
か
と

な
り
、
ま
た
、
平
成
五
～
一
三
年
の
旧
国
鉄
中
央
鉄
道
学
園
跡
地

で
行
っ
た
西
国
分
寺
駅
周
辺
の
再
開
発
事
業
に
伴
う
一
連
の
調
査

（
泉
町
二
丁
目
）
で
は
、
古
代
官
道
の
東
山
道
武
蔵
路
が
発
見
さ

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
は
現
市
史
刊
行
後
の
代
表
的
な
調
査
成
果
と

い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
四
年
は
武
蔵
国
分
寺
跡
が
国
指
定
の
史
跡
と

な
っ
て
一
〇
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
で

は
昭
和
四
〇
年
か
ら
史
跡
地
の
公
有
化
事
業
を
開
始
し
、そ
の
後
、

平
成
元
年
に
『
史
跡
武
蔵
国
分
寺
跡
整
備
基
本
構
想
』
を
定
め
て

以
降
、
平
成
四
年
か
ら
は
史
跡
整
備
を
目
的
と
し
て
尼
寺
、
東
山

道
武
蔵
路
、
僧
寺
各
地
区
の
調
査
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
な

か
で
、
武
蔵
国
分
寺
の
関
連
遺
跡
は
国
分
寺
市
域
を
は
る
か
に
超

え
て
、
隣
接
す
る
府
中
市
北
部
域
一
帯
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
市
史
刊
行
後
に
は
考
古
学
が
対
象
と
す
る
時
代
は
原

始
・
古
代
の
み
な
ら
ず
、
中
・
近
世
、
そ
し
て
最
近
で
は
、
近
・

現
代
ま
で
を
も
射
程
に
入
れ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
市
内
の
遺
跡
か
ら
も
幕
末
～
明
治
時
代
の
建
物
跡
や

水
路
跡
、
戦
時
中
の
防
空
壕
、
う
ど
栽
培
用
の
地
下
室
、
線
路
軌
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道
跡
な
ど
が
各
地
の
調
査
で
発
見
さ
れ
、こ
れ
ら
は
市
の
近
世
史
、

近
代
史
、
現
代
史
を
考
察
す
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
い
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
ま
と
め
た
発
掘
調
査
報
告
書
も
、
現

市
史
以
降
に
数
多
く
発
行
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
三
、
新
た
な
市
史
編
さ
ん
事
業
の
目
的

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
市
史
下
巻
で
は
叙
述
の
対
象
年
代

を
昭
和
三
九
年
の
市
制
施
行
前
後
ま
で
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

令
和
五
年
に
至
る
ま
で
約
六
〇
年
に
及
ぶ
歴
史
が
蓄
積
さ
れ
て
き

ま
し
た
。「
国
分
寺
市
」
が
誕
生
し
て
以
降
、
昭
和
、
平
成
の
時

代
を
経
て
、
令
和
を
迎
え
た
現
代
に
、
多
く
の
市
民
が
暮
ら
し

て
き
た
過
去
の
歴
史
へ
の
眼
差
し
か
ら
、
今
私
た
ち
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
把
握
し
、
そ
し
て
未
来
へ
向
け
て
歩
む
べ
き
道
標
を

見
据
え
る
た
め
、
新
た
な
市
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
以
下
の
目
的

を
掲
げ
る
こ
と
と
し
ま
す
（
以
下
、
新
た
な
市
史
を
「
新
市
史
」、

新
た
な
市
史
編
さ
ん
事
業
を
「
新
市
史
編
さ
ん
事
業
」
と
呼
称
し

ま
す
。）。

（
一
）
国
分
寺
市
市
制
施
行
六
〇
周
年
を
契
機
と
し
て
新
市
史
編

さ
ん
事
業
に
着
手
し
、
現
市
史
の
内
容
的
な
見
直
し
及
び
刊

行
以
降
の
本
市
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

（
二
）
最
新
の
学
問
的
水
準
を
確
保
し
な
が
ら
、
様
々
な
広
い
視

点
か
ら
国
分
寺
市
の
過
去
と
現
在
を
振
り
返
り
、
将
来
を
展

望
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
地
域
に
対
す
る
理
解
や
愛

着
を
深
め
、　

今
後
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
更
に
は
地

域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

（
三
）
国
分
寺
市
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
民
俗
等
を
改
め
て
見

直
す
こ
と
で
、
国
分
寺
市
及
び
市
内
各
地
域
の
成
り
立
ち
や

ル
ー
ツ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
市
民
生
活
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
四
）
市
内
に
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
有
形
・
無
形
の
歴
史
資
料

が
急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
て
、
資
料
の
調
査
・

研
究
、
収
集
・
整
理
、
保
存
に
努
め
、
未
来
の
市
民
へ
継
承

し
て
い
き
ま
す
。

（
五
）
学
校
教
育
と
社
会
教
育
が
融
合
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
主
体
的

に
学
ぶ
と
と
も
に
、
進
ん
で
教
育
に
参
加
す
る
社
会
の
実

現
を
う
た
う
『
第
二
次
国
分
寺
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
』（
令
和

二
年
二
月
）
の
教
育
理
念
に
則
し
、「
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

学
び
が
循
環
す
る
ま
ち
」
の
姿
を
目
指
し
ま
す
。
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（
六
）
市
民
と
協
働
で
創
り
あ
げ
る
市
史
を
目
指
し
、
自
ら
学
習
・

研
究
し
、
成
果
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
市
民
の
育
成
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
編
さ
ん
事
業
を
通
じ
て
多

く
の
研
究
者
や
研
究
者
を
志
す
方
々
が
更
に
国
分
寺
市
の
歴

史
へ
関
心
を
強
め
る
き
っ
か
け
と
し
ま
す
。

（
七
）
現
在
、
市
内
小
中
学
校
で
推
進
中
の
「
地
域
に
親
し
み
、

地
域
に
学
び
、
地
域
を
考
え
、
地
域
に
貢
献
す
る
『
国
分
寺

学
』」
の
理
念
に
通
じ
る
地
域
学
習
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

（
八
）
新
市
史
編
さ
ん
事
業
の
過
程
で
収
集
し
た
資
料
は
、
市
民

共
有
の
財
産
と
し
て
情
報
公
開
し
、
広
く
一
般
の
利
用
に
供

し
ま
す
。

（
九
）
新
市
史
編
さ
ん
事
業
後
の
将
来
展
望
を
見
据
え
て
、
歴
史

的
公
文
書
等
の
保
存
と
活
用
に
向
け
た
基
盤
整
備
を
検
討
し

ま
す
。

　
四
、
新
た
な
市
史
編
さ
ん
事
業
の
方
針

（
一
）
基
本
的
な
考
え
方

　

市
で
は
『
国
分
寺
市
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
「
魅
力
あ
ふ
れ　

ひ

と
が
つ
な
が
る　

文
化
都
市
国
分
寺
」
を
未
来
の
ま
ち
の
姿
と
し

て
う
た
い
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
「
ひ
と
と
文
化
を
育
む
ま

ち
（
子
ど
も
・
学
び
・
文
化
）」、「
活
躍
で
き
る
成
長
の
ま
ち
（
地

域
振
興
）」、「
い
き
い
き
健
や
か
な
ま
ち
（
保
健
・
福
祉
）」、「
心

安
ら
ぐ
快
適
な
ま
ち
（
く
ら
し
・
環
境
）」、「
未
来
に
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
（
公
共
経
営
）」
の
五
つ
の
分
野
別
都
市
像
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
六
年
度
中
に
策
定
を
目
指
す
『
第
三
次
国
分
寺
市

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
事
前
調
査
と
し
て
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
令
和
五
年
度
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
史
編

さ
ん
事
業
の
着
手
を
見
据
え
て
、「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
が
住
ん

で
い
る
地
域
で
、
昔
に
ど
ん
な
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
の
か
、
知
り

た
い
と
思
い
ま
す
か
？
」、「
あ
な
た
は
、
私
た
ち
の
親
や
先
祖
が
、

昔
ど
の
よ
う
な
く
ら
し
を
し
て
い
た
か
、興
味
が
あ
り
ま
す
か
？
」

の
二
項
目
を
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
度
を

確
認
し
た
上
で
、
地
域
の
成
り
立
ち
や
自
身
の
ル
ー
ツ
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
の
学
習
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
新
市
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
現
市
史
編
さ
ん

事
業
の
過
程
で
収
集
し
た
資
料
は
も
と
よ
り
、
そ
の
後
蓄
積
し
た

資
料
や
調
査
・
研
究
の
成
果
を
十
分
に
活
用
し
、
更
に
い
ま
だ
地

域
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
新
資
料
の
掘
り
起
こ
し

を
行
い
、
新
た
な
視
点
か
ら
国
分
寺
市
の
歴
史
、
文
化
財
を
体
系
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的
に
取
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
具
体
化

に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
以
下
の
四
点
を
新
た
な
国
分
寺
市
史
編

さ
ん
事
業
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
ま
す
。

①　

地
域
史
資
料
を
整
理
し
、
市
民
共
有
の
財
産
に
し
ま
す

　

現
市
史
に
お
け
る
叙
述
は
、
主
に
市
制
施
行
の
昭
和
三
九
年
ま

で
の
歴
史
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
市
域
の
都
市
化

は
顕
著
に
進
み
、
古
く
か
ら
の
自
然
環
境
、
景
観
、
生
活
様
式
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
で
は
地
域
に
と
っ
て
貴
重

な
歴
史
的
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
古
文
書
や
民
具
等
を
収
集

し
、
開
発
等
に
伴
う
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
大
量
の
考
古
資
料
も

蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。
新
市
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
現
市
史
編
さ

ん
事
業
及
び
事
業
終
了
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
新
た
に
集
積
し
た

地
域
史
資
料
を
整
理
し
、
そ
の
保
存
と
継
承
に
向
け
た
位
置
付
け

を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
い
き
ま
す
。

②　

地
域
を
核
と
し
つ
つ
広
い
視
野
で
地
域
史
の
編
さ
ん
に
努
め

ま
す

　

現
市
史
編
さ
ん
事
業
で
収
集
し
た
古
文
書
類
の
う
ち
、『
国
分

寺
市
史
料
目
録
』、『
国
分
寺
市
史
料
集
』
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
主
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て

の
史
料
が
中
心
で
す
。
現
市
史
中
巻
の
叙
述
の
根
拠
史
料
に
つ
い

て
は
、
目
録
に
登
載
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
史
料
の
公
表
は
限

定
的
で
、
さ
ら
に
現
市
史
下
巻
で
は
、
根
拠
史
料
の
多
く
は
詳
細

が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
市
史
編
さ
ん
事
業
及

び
そ
れ
以
降
に
収
集
し
た
古
文
書
類
の
目
録
化
、
活
字
化
作
業
を

進
め
、
近
世
史
、
近
代
史
、
現
代
史
の
叙
述
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
政
治
史
・
行
政
史
的
側
面
の
み
で

は
な
く
、
生
活
史
・
社
会
史
的
視
点
や
、
人
々
の
営
み
と
自
然
環

境
、
戦
争
や
災
害
と
の
向
き
合
い
方
、
移
住
者
の
増
加
に
伴
う
新

旧
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
な
ど
、
地
域
を
核
と
し
つ

つ
広
い
視
野
で
地
域
史
（
通
史
）
を
叙
述
し
て
い
き
ま
す
。

③　

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
資
料
を
保
全
し
、
次
期
に
継
承
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
地
域
史
資
料
の
み
な
ら
ず
、
現
在
も

急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
記
憶
を
記
録
に
と
ど
め
る
と
と

も
に
、
い
ま
だ
市
内
に
埋
も
れ
て
い
る
新
た
な
資
料
の
掘
り
起
こ

し
に
努
め
、
適
切
な
記
録
化
と
将
来
に
向
け
た
保
存
に
も
十
分
配

慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
保
全
し
、
将

来
行
わ
れ
る
次
期
市
史
編
さ
ん
事
業
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

④　

国
分
寺
市
特
有
の
自
然
・
歴
史
を
表
徴
す
る
以
下
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
意
識
し
て
叙
述
し
ま
す

　

・「
国
分
寺
崖
線
」
―
自
然
環
境
、
原
始
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（
旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
）

　

・「
国
分
寺
造
営
」
―
古
代
（
奈
良
・
平
安
時
代
）

　

・「
鎌
倉
街
道
」
―
中
世
（
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
時
代
）

　

・「
新
田
開
発
」
―
近
世
（
江
戸
時
代
）

　

・「
鉄
道
敷
設
」、「
東
京
近
郊
」、「
都
市
化
」
―
近
現
代

　
　
　
（
明
治
・
大
正
・
昭
和
時
代
）

（
二
）
編
集
・
活
動
の
具
体
的
な
考
え
方　

①　

こ
れ
ま
で
に
収
集
・
蓄
積
し
た
資
料
を
時
代
ご
と
に
系
統
的

に
整
理
し
、
当
面
は
資
料
編
の
作
成
を
進
め
ま
す
。
そ
の
後
、

資
料
編
を
根
拠
と
し
な
が
ら
写
真
や
地
図
等
を
多
く
取
り
入

れ
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
広
く
親
し
ま
れ
る
通
史
編
を
作

成
し
ま
す
。

②　

市
域
を
取
り
ま
く
様
々
な
時
代
の
歴
史
的
・
地
理
的
環
境
を

明
確
化
す
る
た
め
に
、
年
表
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
時
代
ご

と
に
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
地
域
を
捉
え
た
上
で
、
ミ
ク
ロ
な
視

点
で
歴
史
を
叙
述
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

現
在
の
国
分
寺
市
の
区
域
内
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
時
代
の
生
活

圏
を
考
慮
し
た
地
域
設
定
を
意
識
し
ま
す
。

③　

主
と
し
て
市
制
施
行
後
を
扱
う
現
代
市
制
編
で
は
、
国
分
寺

市
報
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
行
政
刊
行
物
を
横
断
的
に
俯
瞰

し
、
子
ど
も
・
学
び
・
文
化
、
地
域
振
興
、
保
健
・
福
祉
、
く

ら
し
・
環
境
、
公
共
経
営
等
の
市
政
の
分
野
ご
と
に
動
向
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
政
治
史
、
経
済
史
、
行
政
史
に
偏
る
こ
と

な
く
、
地
域
に
生
き
た
人
々
の
視
点
を
盛
り
込
ん
で
編
さ
ん
を

進
め
ま
す
。

④　

教
育
委
員
会
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
と
連
携
し
、
埋
蔵
文
化
財

調
査
や
市
内
総
合
文
化
財
調
査
の
最
新
成
果
を
新
市
史
に
反
映

し
ま
す
。

⑤　

教
育
委
員
会
学
校
指
導
課
と
連
携
し
、
市
立
小
学
校
三
年
生

の
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
国
分
寺
」
改
訂
版
（
令
和

八
年
度
発
行
）
の
制
作
で
は
、
市
史
編
さ
ん
の
成
果
を
反
映
し

ま
す
。

⑥　

小
中
学
生
が
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
「
子
ど

も
市
史
」
を
編
さ
ん
し
、
小
中
学
生
に
配
布
し
ま
す
。

⑦　

編
さ
ん
事
業
の
進
捗
状
況
は
、ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
年
二
回
、

市
史
研
究
を
年
一
回
発
行
し
、
関
係
機
関
へ
配
布
す
る
と
と
も

に
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
掲
載
し
、
広
く
情
報
の
発

信
を
行
い
ま
す
。

⑧　

関
連
事
業
と
し
て
、
教
育
委
員
会
公
民
館
課
、
ふ
る
さ
と
文

化
財
課
等
と
連
携
し
な
が
ら
市
民
向
け
の
歴
史
講
演
会
、
歴
史
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講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
る
市
民
の
育

成
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

⑨　

令
和
六
年
度
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
『
市
勢
要
覧
』
で
は
、

政
策
部
市
政
戦
略
室
と
連
携
し
、現
市
史
及
び
そ
の
後
の
調
査
・

研
究
成
果
を
生
か
す
よ
う
努
め
ま
す
。

　
五
、
市
史
の
内
容
と
構
成

　

現
市
史
刊
行
後
の
歴
史
及
び
現
市
史
刊
行
後
の
調
査
等
で
明
ら

か
と
な
っ
た
歴
史
を
基
本
と
し
、
時
代
ご
と
に
史
・
資
料
編
を
作

成
し
、そ
の
後
に
通
史
編
の
編
さ
ん
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

昭
和
三
九
年
の
市
制
施
行
後
を
対
象
と
す
る
現
代
史
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
原
始
・
古
代
・
中
世
史
及
び
近
世
史
、
近
代
史
は
、

現
市
史
で
作
成
し
て
い
な
い
資
料
編
を
作
成
し
、
現
市
史
刊
行
後

の
調
査
成
果
を
反
映
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
一
）
史
・
資
料
編

①
原
始
・
古
代
・
中
世
資
料
（
文
献
、考
古
）　

②
近
世
資
料
（
文
献
、

考
古
、
民
俗
）　

③
近
現
代
資
料
（
文
献
、
考
古
、
民
俗
）　

④
現

代
市
制
資
料
（
文
献
、
民
俗
）

（
二
）
通
史
編

①
原
始
・
古
代
・
中
世
編　

②
近
世
編　

③
近
現
代
編　

④
現
代

市
制
編

（
三
）
特
論
編

①
生
活
・
民
俗
編　

②
地
図
・
絵
図
編　

③
行
政
・
福
祉
・
教
育

編　

④
有
形
文
化
財
編
（
建
築
、
美
術
工
芸
）

（
四
）
別
編

①
武
蔵
国
分
寺
跡
出
土
瓦
資
料
集

（
五
）
そ
の
他

①
子
ど
も
市
史　

②
概
要
版　

③
年
表
・
索
引　

④
市
史
研
究
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
等
の
定
期
刊
行
物

　

そ
の
他
、通
史
編
、資
料
編
を
補
完
す
る
た
め
の
『
史
料
目
録
』、

『
調
査
報
告
書
』
等
の
刊
行
を
検
討
し
ま
す
。

　
六
、
編
さ
ん
期
間
及
び
刊
行
計
画

別
紙
、「『
新
国
分
寺
市
史
』
編
さ
ん
事
業
刊
行
計
画
」
の
と
お
り
。

　
七
、
編
さ
ん
事
業
推
進
体
制

　

国
分
寺
市
市
史
編
さ
ん
推
進
委
員
会
設
置
要
綱
（
令
和
五
年

一
〇
月
一
一
日
施
行
）
で
定
め
る
市
史
編
さ
ん
推
進
委
員
会
に
お

い
て
、
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
及
び
各
年
度
の
事
業
実
施
計
画
等
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を
検
討
し
ま
す
。
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
は
資
料
の
収
集
や
資
料

調
査
の
進
捗
、
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
宜
見
直
し
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
市
史
編
さ
ん
推
進
委
員
会
の
も

と
に
専
門
部
会
を
設
置
し
、「
原
始
・
古
代
・
中
世
部
会
」、「
近
世
・

近
現
代
部
会
」、「
現
代
市
制
部
会
」
の
三
部
会
制
と
し
ま
す
。
専

門
部
会
は
、
部
会
長
の
も
と
、
大
学
教
員
・
博
物
館
学
芸
員
等
の

研
究
者
で
、
市
史
原
稿
執
筆
者
と
な
る
「
専
門
員
」、
専
門
性
を

有
す
る
大
学
院
生
・
大
学
生
、
若
手
研
究
者
な
ど
で
、
部
会
長
・

専
門
員
の
指
導
に
基
づ
き
市
史
原
稿
執
筆
者
と
な
り
得
る
人
材
を

含
む
「
調
査
員
」、市
史
に
興
味
の
あ
る
高
校
生
や
市
民
等
の
「
協

力
員
」
の
三
層
で
組
織
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
史
編
さ
ん
推
進
委

員
会
編
集
委
員
会
を
設
置
し
、
各
部
会
の
執
筆
原
稿
を
総
合
的
な

視
点
で
整
理
、調
整
、編
集
し
、刊
行
に
つ
な
げ
る
組
織
と
し
ま
す
。

　

市
史
編
さ
ん
事
業
に
か
か
る
事
務
局
は
、
令
和
六
年
度
以
降
、

市
史
編
さ
ん
室
を
設
置
し
、
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
推
進
体
制

の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
八
、
市
民
と
の
協
働

　
『
国
分
寺
市
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、「
未
来
の
ま
ち
の
姿
」
及

び
「
分
野
別
の
都
市
像
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
と
も
に
進
め
る

～
オ
ー
ル
国
分
寺
で
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
～
」、

「
と
も
に
高
め
る
～
国
分
寺
の
あ
ふ
れ
る
魅
力
を
市
民
・
事
業
者

等
と
と
も
に
高
め
て
い
き
ま
す
～
」、「
と
も
に
つ
な
げ
る
～
国
分

寺
の
豊
か
さ
を
市
民
・
事
業
者
等
と
と
も
に
未
来
へ
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
～
」
の
三
項
目
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。
市
史
編
さ
ん
事
業
も
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
」
に
則
り
、
研
究
者
や
行
政
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
市
民

と
協
働
し
て
進
め
ま
す
。

（
一
）調
査
・
研
究
に
当
た
っ
て
は
、地
域
団
体
、市
内
の
小
中
学
校
、

高
校
、大
学
等
多
く
の
市
民
と
協
働
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
史
編
さ
ん
作
業
に
小
中
学
生
が
参
加
す
る
場
を
検
討
し
ま

す
。

（
二
）
地
域
史
に
興
味
の
あ
る
市
民
は
、
大
学
生
や
高
校
生
も
含

め
市
史
編
さ
ん
推
進
委
員
会
専
門
部
会
の
「
協
力
員
」
と
し

て
、
自
ら
希
望
す
る
各
部
会
へ
の
参
加
を
促
し
、
市
民
参
加

の
機
会
拡
充
に
努
め
ま
す
。

（
三
）
市
民
や
市
職
員
に
対
し
て
情
報
発
信
の
み
な
ら
ず
、
資
料

の
提
供
を
計
画
的
に
呼
び
か
け
ま
す
。

（
四
）
講
演
会
・
講
座
等
の
関
連
事
業
で
は
、
次
世
代
を
担
う
若

年
層
の
参
画
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、　

市
民
の
歴
史
に
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対
す
る
興
味
関
心
を
誘
う
べ
く
、
様
々
な
視
点
で
の
テ
ー
マ

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
古
文
書
講
座
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
で
、「
協
力
員
」
の
養
成
、
ひ
い
て
は
市
民
等
が
自
主
的

に
歴
史
を
学
習
す
る
サ
ー
ク
ル
等
の
形
成
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
九
、
そ
の
他

（
一
）
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
・
活
用
に
向
け
た
基
盤
整
備
に

向
け
て

　

国
分
寺
市
に
お
け
る
文
書
等
の
取
扱
い
に
関
し
て
基
本
的
な
事

項
を
定
め
た
「
国
分
寺
市
文
書
管
理
規
則
」
第
一
八
条
で
は
、「
ふ

る
さ
と
文
化
財
課
長
は
、
保
存
期
間
満
了
文
書
等
で
ふ
る
さ
と
文

化
財
課
に
お
い
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
文
書
等
に
つ

い
て
、
当
該
文
書
等
を
所
管
す
る
文
書
管
理
責
任
者
に
当
該
保
存

期
間
満
了
文
書
等
の
引
継
ぎ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
」、「
文
書
管

理
責
任
者
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

そ
の
求
め
に
応
ず
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
市
史
編
さ
ん
事
業
後
に
お
け
る
市
の
将
来
展
望
を
見
据
え
た

と
き
、
平
成
・
令
和
期
以
降
の
公
文
書
は
、
現
代
史
・
地
域
史
の

観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
な
資
料
と
な
り
得
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
、
行
政
に
お
け
る

歴
史
的
公
文
書
の
選
別
、
保
存
、
公
開
、
活
用
に
関
す
る
考
え
方

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
資
源
の
管
理
・
活
用
等
に
関
し

て
、
常
に
点
検
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
良
い
在
り
方
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

（
二
）
執
筆
要
項
・
市
史
の
判
型
等
の
検
討

　

資
料
編
・
通
史
編
等
の
執
筆
に
係
る
要
項
、
市
史
の
判
型
等
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
推
移
を
見
据
え
な
が
ら
、
順
次
、
市
史
編
さ

ん
推
進
委
員
会
の
方
針
を
踏
ま
え
編
集
委
員
会
に
て
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
三
）
基
本
方
針
の
市
民
へ
の
周
知

　

市
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
基
本
方
針
の

趣
旨
を
広
く
市
民
へ
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
四
）
基
本
方
針
の
見
直
し

　

市
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
基
本
方
針
の

内
容
を
逐
次
精
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
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５
年

度
６

年
度

７
年

度
８

年
度

９
年

度
1

0
年

度
1

1
年

度
1

2
年

度
1

3
年

度
1

4
年

度
1

5
年

度
1

6
年

度

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

2
0

2
6

2
0

2
7

2
0

2
8

2
0

2
9

2
0

3
0

2
0

3
1

2
0

3
2

2
0

3
3

2
0

3
4

6
0

周
年

6
5

周
年

7
0

周
年

事
業

準
備

１
年

目
２

年
目

３
年

目
４

年
目

５
年

目
６

年
目

７
年

目
８

年
目

９
年

目
1

0
年

目
1

1
年

目

①
 原

始
・

古
代

・
中

世
資

料
（

文
献

，
考

古
）

刊
行

②
 近

世
資

料
（

文
献

，
考

古
，

民
俗

）
刊

行

③
 近

現
代

資
料

（
文

献
，

考
古

，
民

俗
）

刊
行

④
 現

代
市

制
資

料
（

文
献

，
民

俗
）

刊
行

①
 原

始
・

古
代

・
中

世
編

刊
行

②
 近

世
編

刊
行

③
 近

現
代

編
刊

行

④
 現

代
市

制
編

刊
行

①
 生

活
・

民
俗

編
刊

行

②
 地

図
・

絵
図

編
刊

行

③
 行

政
・

福
祉

・
教

育
編

刊
行

④
 有

形
文

化
財

編
（

建
築

・
美

術
工

芸
）

刊
行

（
４

）
別

　
編

①
武

蔵
国

分
寺

跡
出

土
瓦

資
料

集
刊

行

①
 子

ど
も

市
史

・
わ

た
し

た
ち

の
国

分
寺

刊
行

刊
行

刊
行

②
 概

要
版

刊
行

③
 年

表
・

索
引

刊
行

④
 市

史
研

究
（

論
文

，
資

料
紹

介
，

講
演

会
録

等
）

【
年

１
回

発
行

・
H

P
公

開
】

  
  
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

【
年

2
回

発
行

・
各

1
0

0
0

部
・

H
P

公
開

】

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

事
業

実
施

経
過

年
数

（
１

）
史

・
資

料
編

ふ
る

さ
と

文
化

財
課

に
お

い
て

，
次

期
編

さ
ん

を
見

据
え

た
継

続
的

な
資

料
蓄

積
及

び
調

査
研

究

（
２

）
通

史
編

（
５

）
そ

の
他

（
３

）
特

論
編

『
新

た
な

国
分

寺
市

史
』

編
さ

ん
事

業
刊

行
計

画

●
令

和
1

1
年

度
（

市
制

施
行

6
5

周
年

）
ま

で
に

，
年

表
・

索
引

を
除

く
全

資
料

編
の

刊
行

を
目

指
す

！
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
こ

こ
で

い
う

「
刊

行
」

と
は

，
紙

媒
体

，
電

子
媒

体
双

方
を

想
定

年
度

（
令

和
）

西
暦

（
年

度
）

市
制

施
行

別別
紙紙


